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線状降水帯に関する情報について

資料2
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線状降水帯に関する情報のコンセプト

● 背景 ～なぜ始めるのか～
毎年のように線状降水帯による顕著な大雨が発生し、数多くの甚大な災害が

生じています。この線状降水帯による大雨が、災害発生の危険度の高まりにつながる
ものとして社会に浸透しつつあり、線状降水帯による大雨が発生している場合は、
危機感を高めるためにそれを知らせてほしいという要望があります。

● 位置づけ ～情報のコンセプト～
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により

非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワード
を使って解説する情報です。
※ この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上

の状況で発表します。

令和３年
出水期
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※ この情報により、報道機関や気象キャスター等が「線状降水帯」というキーワードを
用いた解説がしやすくなることが考えられます。既存の気象情報も含めて状況を的確に
お伝えすることにより、多くの方々に大雨災害に対する危機感をしっかり持っていただくこと
を期待します。
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顕著な大雨に関する情報の目指すべき方向性

中長期的に、線状降水帯による大雨の予測精度向上を目指す。
現状では予測精度に課題があるが、「線状降水帯」というワードが社会に浸透しつつあり、情報への
要望があることを踏まえ、予測精度が向上するまでは、実況で検知したときの情報提供を開始する。
利用者からの意見も踏まえつつ、情報の統合や扱いやすいXML電文による提供を可能な限り
速やかに実施する。

中長期
検討

運用開始時点 目指すべき方向性
線状降水帯による大雨の予測精度には課題があるが、
予測精度が向上するまでは、まずは大雨による災害発生
の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により
非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を
「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報として
発表。

半日前から線状降水帯に伴う大雨災害発生の危険
度に関する情報等を提供できるよう、雨量予測精度
を向上させる。
1時間先までの降水ナウキャストや、３時間先までの
降水短時間予報等、あらゆる雨量予測の改善を
実施する。
「線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ」
における議論を踏まえた改善。

※ 運用開始後も、報道機関や自治体等の利用者からの意見も踏まえつつ、継続的に情報改善に努める。
※ 利用者からの意見も踏まえつつ、例えば、記録的短時間大雨情報、顕著な大雨に関する〇〇県気象情報等の統合を可能な限り

速やかに実施する。その際、地域コードを記述するなど、システム的に扱いやすいデータ構造のXML電文として提供する。
※ 交通政策審議会気象分科会提言「2030年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」における議論も踏まえて検討を進める。
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顕著な大雨に関する情報のイメージ修正案 令和３年
出水期

○○地方、○○地方では、線状降
水帯による非常に激しい雨が同じ場
所で降り続いています。命に危険が及
ぶ土砂災害や洪水による災害発生の
危険度が急激に高まっています。

大雨災害発生の危険度が
急激に高まっている線状降
水帯の雨域

顕著な大雨に関する〇〇県気象情報

※ 「雨雲の動き」（高解像度
降水ナウキャスト）の例。

第9回検討会の案 今回の案

○○地方、○○地方では、線状降
水帯が発生した可能性があり、非常
に激しい雨が降り続いています。命に
危険が及ぶ土砂災害や洪水による災
害発生の危険度が急激に高まってい
ます。

顕著な大雨に関する〇〇県気象情報

情報における「線状降水帯」の用い方
気象情報においては、大雨による災害発生の

危険度が急激に高まっている中で、線状の
降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で降り
続いている状況を「線状降水帯」というキーワード
を使って解説する。
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気象情報等における解説方針について

顕著な大雨に関する情報を発表した後も、これまでの大雨により災害発生の危険度が高い状況が
続いていることなど、既存の気象情報等においても最新の状況を解説する。

危険度が高い状況が継続している場合
危険度が高い状況が継続している場合は、顕著な大雨に関する情報の発表基準への到達状況に関わらず、既存
の気象情報等において最新の状況を解説する。
顕著な大雨に関する情報発表から３時間経過後に発表基準を満たした場合には、情報を再度発表する。

危険度が低くなった場合

警報基準を下回る等、危険度が低くなった場合も、既存の気象情報等において最新の状況を解説する。線状降
水帯が衰弱したことを伝えることにより、安心情報と誤解されるおそれがあることから、解除の情報は発表しない。

令和３年
出水期

○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨が続いています。引き続き、土砂災害、河川の氾濫に厳重に警戒してください。
情報発表基準を満たし続けている場合における解説例

（○○地方を中心に、線状降水帯による非常に激しい雨が継続しやすい状況が続いています。）これまでの大雨により地盤が緩んで
いる所（や洪水の危険度が高まっている河川）があり、引き続き、土砂災害（や河川の氾濫）に厳重な警戒が必要です。

情報発表基準を下回ったものの再度基準を上回る可能性があり、引き続き厳重な警戒が必要な場合における解説例

○○地方、○○地方を中心に降り続いていた非常に激しい雨は峠を越えました。引き続き、気象台の発表する防災気象情報に留
意してください。

大雨による災害発生の危険度が低下した場合における解説例

※ （）は状況に応じて変更する。
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顕著な大雨に関する情報の発表タイミング ～複数回発表されるケース～

令和2年7月豪雨における熊本県球磨村の例

土砂災害警戒情報【4相当】
7月3日21時50分

大雨特別警報【5相当】
7月4日04時50分

15:0009:0021:00 03:007月4日7月3日

03：39 06：30

氾濫危険情報【4相当】
7月4日03時35分

00:00 06:00 12:00

降り続いていた非常に激し
い雨は峠を越えたが、引き
続き、土砂災害、低い土地
の浸水、河川の氾濫に最
大級の警戒。

大雨特別警報を警報に切
り替え。球磨川では氾濫が
発生。洪水に一層の警戒を。

大雨警報に切り替え
7月4日11時50分

：記録的短時間大雨情報：災害発生

05時55分「球磨郡球磨村大字渡地先（右岸）
付近において 氾濫が発生」

①大雨に関する情報(図)

線状降水帯による非常
に激しい雨が継続。

線状降水帯による非常
に激しい雨が継続しやす
い状況。

⑤大雨に関する情報

⑥河川氾濫に関する情報(図)

① ②
③

④ ⑤ ⑥当時発表した情報
（赤字は当時からの変更点）

②大雨に関する情報(図) ④大雨に関する情報(図)③大雨に関する情報(図)

警戒レベル相当情報

解説情報

令和３年
出水期

※土砂災害警戒情報は継続。

※ 発表基準の超過を自動的に検出し、速やかに発表する。

顕著な大雨に関する情報
線状降水帯による非
常に激しい雨が降り
続いている。災害発
生の危険度が急激に
高まる。※

顕著な大雨に関する情報
線状降水帯による非
常に激しい雨が降り
続いている。災害発
生の危険度が急激に
高まる。 ※

顕著な大雨に関する情報
線状降水帯による非
常に激しい雨が降り
続いている。災害発
生の危険度が急激に
高まる。 ※
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顕著な大雨に関する情報の発表タイミング ～１回だけ発表されるケース～

令和２年６月27日大雨における佐賀県武雄市の例

土砂災害警戒情報【4相当】
6月30日04時40分

15:0003:00 09:006月30日

洪水危険度分布
（うす紫）【4相当】
6月30日06時00分

06:00 12:00

土砂災害に厳重に警戒。雨雲
が発達しながら次々と流れ込む。

線状降水帯による非
常に激しい雨が降り
続いている。災害発
生の危険度が急激に
高まる。※

①大雨に関する情報
顕著な大雨に関する情報

線状降水帯による非常に
激しい雨が継続。土砂災
害、低い土地の浸水、河
川の氾濫に厳重に警戒。

① ② ③当時発表した情報
（赤字は当時からの変更点）

②大雨に関する情報

警戒レベル相当情報

解説情報

令和３年
出水期

土砂災害警戒情報解除
6月30日09時40分

06時10分 08時10分 10時10分ア.

ア イ

イ. ウ.

ウ

これまでの大雨で地
盤が緩んでいる所も。
引き続き、土砂災害
に警戒。

③大雨に関する情報

※大雨警報（土砂災害）は継続。

※ 発表基準の超過を自動的に検出し、速やかに発表する。
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令和３年出水期に向けたスケジュール 令和３年
出水期

令和３年出水期 顕著な大雨に関する気象情報運用開始

令和３年４月19日 第10回 防災気象情報の伝え方に関する検討会

令和３年５月 防災気象情報の伝え方改善に関する報道発表

令和３年４～５月 改善策と推進すべき取組の関係機関（自治体等）への説明開始

令和３年４～５月 防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書公表

情報の運用開始に向けて、引き続き報道機関等と意見交換を実施しつつ、自治体等の利用者
への説明を並行して実施し、情報の持つ意味の正確な理解の促進に努める。

今後のスケジュール（案）

周知を実施する上での主な留意事項
※ 「顕著な大雨に関する情報」を待つことなく、警戒レベルに位置付けられている情報を利活用いただくことが重要。
※ 「顕著な大雨に関する情報」が発表されていなくとも、甚大な被害が発生する場合もある。
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○○地方、○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。命に危険が及ぶ
土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

次のような内容で情報が発表されます

質問１）この情報が発表されていなければ災害は発生しないの？
⇒そうではありません。この情報が発表されていなくても甚大な災害が発生するケースもあります。大雨による災害リスクが認められている場所にいらっしゃ
る方は、市町村から発令されている避難情報を確認し、適切な避難行動をとってください。キキクル（危険度分布）、河川の水位情報等も確認し、
自ら避難の判断をしていただくことが重要です。

質問２）この情報が発表されるまで待てばいいの？
⇒この情報を待ってはいけません。大雨による災害リスクが認められている場所にいらっしゃる方は、市町村から発令されている避難情報を確認し、適切
な避難行動をとってください。キキクル（危険度分布）、河川の水位情報等も確認し、自ら避難の判断をしていただくことが重要です。

Q＆A

「線状降水帯」による大雨の危機感をお伝えします
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顕著な大雨に関する情報の発表基準 令和３年
出水期

1. 【雨量】 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算降水量が100mm以上の分布域の面積が
500km2以上

2. 【雨量】 1.の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
3. 【雨量】 1.の領域内の最大値が150mm以上
4. 【危険度】大雨警報(土砂災害)の危険度分布において土砂災害警戒情報の基準を実況で超過（かつ大雨

特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水警報の危険度分布において警報基準を大きく超過
した基準を実況で超過

顕著な大雨に関する情報の発表基準

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が
同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説できるよう、顕著な
大雨に関する情報の客観的な基準を設定。
※ なお、線状降水帯については専門家の間でも様々な定義が使われている。

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたって
ほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる長さ50～300km程度、幅20～
50km程度の強い降水をともなう雨域。

（参考）予報用語における線状降水帯の定義

※ 上記１～４すべての条件を満たした場合に発表する。
※ 再度基準を超過したときに情報発表を抑止する期間は３時間とする。
※ 運用開始後も、利用者からの意見も踏まえつつ、必要に応じて発表条件の見直し、精度検証を実施するとともに、情報の

意味の周知徹底・利活用促進を図りながら、継続的に情報改善に努める。

（内閣府SIPと連携して発表基準を検討）

第9回「防災気象情報の伝え方に関する検討会」資料２に一部加筆
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顕著な大雨に関する情報が対象とする「線状降水帯」とは

線状降水帯※2

※2 次々と発生する発達した雨雲（積乱
雲）が列をなした、組織化した積乱雲群
によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を
通過または停滞することで作り出される、線
状に伸びる長さ50～300km程度、幅20
～50km程度の強い降水をともなう雨域。

令和３年
出水期

※1
1. 解析雨量（5kmメッシュ）において前３

時間積算降水量が100mm以上の分布
域の面積が500km2以上

2. 1.の形状が線状(長軸・短軸比2.5以上)
3. 1.の領域内の最大値が150mm以上
4. 大雨警報(土砂災害)の危険度分布にお

いて土砂災害警戒情報の基準を実況で
超過（かつ大雨特別警報の土壌雨量指
数基準値への到達割合8割以上）又は
洪水警報の危険度分布において警報基
準を大きく超過した基準を実況で超過

気象レーダー等の情報
から客観的に判断して、
発 表 条 件 ※1 を 満 た す
場合には顕著な大雨に
関する情報を発表する。

持続性がある危険な線状
降水帯であるかどうかの絞り
込みは、予測技術の向上も
含め、今後の課題とする。

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が
同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説できるよう、顕著な
大雨に関する情報の客観的な基準を設定。
※ なお、線状降水帯については専門家の間でも様々な定義が使われている。

台風本体の雨雲(壁雲)の例台風による地形性降水の例 危険度が高まっている例 危険度が高くない(海上)例

「線状降水帯」という
キーワードを用いる。

大雨による災害発生の危険度が
急激に高まっている中で、
線状の降水帯により非常に
激しい雨が同じ場所で
降り続いている状況。※1


